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山本日薬会長に聞く� ４

山田大会運営委員長に聞く� ５

日薬賞受賞者の横顔� ６～７

分科会の見どころ・聞きどころ

� ８～10、15～17

〈グラビア〉

　東日本大震災から11年

� 宮城県薬の取り組み　　　

　　　　　　　　　　　　　　��11 ～14

話題の調剤支援システム　　　　18～22�

主 な 内 容

第55回
日本薬剤師会
学術大会

【主催】日本薬剤師会、宮城県薬剤師会
【会期】９日（日）、10日（月・祝）
【大会ホームページ】https://site2.convention.
co.jp/jpa55/index.html

　

第
55
回
日
本
薬
剤
師
会
学
術
大
会
（
大

会
運
営
委
員
長
：
山
田
卓
郎
宮
城
県
薬
剤

師
会
会
長
）
が
９
、
10
の
両
日
、
仙
台
市

の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。
現

地
開
催
と
ウ
ェ
ブ
配
信
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
、
現
地
開
催
は
２

年
ぶ
り
と
な
る
。
宮
城
で
の
学
術
大
会
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

第
44
回
学
術
大
会
か
ら
11
年
後
の
念
願
と

な
る
。
震
災
復
興
を
身
近
に
感
じ
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
で
宮
城
県
内

は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
宮

城
県
薬
会
員
も
多
く
被
災
し

た
。
そ
の
年
の
学
術
大
会
開

催
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
日

薬
は
会
員
の
生
活
再
建
を
最

優
先
し
、
や
む
な
く
大
会
中

止
を
決
定
し
た
。

　

震
災
か
ら
11
年
が
経
ち
、

念
願
の
宮
城
大
会
開
催
と

な
っ
た
。
山
田
運
営
委
員
長

は
、「
11
年
前
の
学
術
大
会

で
で
き
な
か
っ
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
メ
イ
ン

に
据
え
、
現
地
を
見
て
も
ら

う
よ
う
な
学
術
大
会
に
し

た
い
と
考
え
た
。
当
時
６

０
０
０
人
近
い
薬
剤
師
が

宮
城
に
支
援
に
来
て
い
た
だ

い
た
の
で
、
支
援
い
た
だ

い
た
薬
剤
師
に
は
復
興
を

遂
げ
て
い
る
宮
城
の
姿
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語

る
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
結

（
ゆ
い
）
︱
地
域
と
共
に
未

来
へ
」
に
設
定
し
た
。
全
国

か
ら
宮
城
に
駆
け
つ
け
た
支

援
薬
剤
師
の
活
躍
に
よ
り
、

災
害
医
療
に
お
け
る
薬
剤
師

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま

で
関
係
性
が
あ
ま
り
な
い
人

た
ち
や
異
な
る
職
種
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り

や
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
強

い
結
び
つ
き
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
薬
剤
師
と
行
政
、

多
職
種
、
地
域
住
民
が
チ
ー

ム
と
な
っ
て
地
域
の
未
来
を

創
り
上
げ
て
い
く
結
束
の
思

い
を
表
現
し
た
。

　

特
別
記
念
講
演
、
三
つ

の
特
別
講
演
、
20
の
分
科

会
、
11
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
、
24
の
口
頭
発
表

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

特
別
記
念
講
演
に
は
、
賀

来
満
夫
氏
（
東
北
医
科
薬

科
大
学
医
学
部
感
染
症
学
教

室
特
任
教
授
）
が
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

我
々
に
も
た
ら
し
た
も
の
︱

現
状
と
今
後
」
を
テ
ー
マ

に
登
壇
。
賀
来
氏
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

し
、
総
合
的
・
効
果
的
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
大
会
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
結
（
ゆ
い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
が
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
の
考
え
を
示
し
て

い
る
。

　

特
別
講
演
は
、
田
上
佑
輔

氏
（
医
療
法
人
社
団
や
ま
と

理
事
長
）
が
「
お
か
え
り
モ

ネ
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
地

域
医
療
」、平
塚
真
弘
氏
（
東

北
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科

准
教
授
／
東
北
大
学
東
北
メ

デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機

構
）
が
「
一
般
住
民
バ
イ
オ

バ
ン
ク
を
活
用
し
た
フ
ァ
ー

マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
研
究
と
個

別
化
薬
物
療
法
へ
の
応
用
」、

井
上
彰
氏
（
東
北
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
緩
和
医
療

学
分
野
教
授
）
が
「『
診
断

時
か
ら
の
緩
和
ケ
ア
』
に
お

け
る
薬
剤
師
の
役
割
」
を
講

演
す
る
。

　

分
科
会
で
は
、医
療
Ｄ
Ｘ
、

Ａ
Ｍ
Ｒ
、
災
害
医
療
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
、
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
薬
剤
師
に
と
っ
て
重
要
な

テ
ー
マ
を
取
り
扱
い
、
議
論

が
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
２
日
目
の
午
前
に

は
日
薬
の
山
本
信
夫
会
長
に

よ
る
会
長
講
演
を
企
画
し
て

い
る
ほ
か
、
薬
学
生
シ
ン
ポ

結 
︱
地
域
と
共
に
未
来
へ

９
、10
日 

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催

ジ
ウ
ム
、
ス
イ
ー
ツ
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定

だ
。
懇
親
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
現
地
参
加
が
５

５
０
０
人
、
ウ
ェ
ブ
参
加
が

２
５
０
０
人
の
合
計
８
０
０

０
人
を
計
画
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
現
地
参
加
者

に
マ
ス
ク
着
用
を
求
め
、
施

設
各
所
に
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
を
設
置
す
る
。
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